
児童福祉児童福祉 障がい福祉障がい福祉 介護福祉介護福祉

(通所介護・住宅型有料老人ホーム)
介護複合施設ひばり

指導者育成の重要性
〜広げたい・続けたい〜

令和6年福岡県ノーリフティングケア普及促進事業

何故？
職員の病気・退社
１人に対する負担増
支える指導者の育成 安定

1年目
介護事業

2年目
在宅

3年目
地域社内

4年目
障がい

HELP

5年目
指導者育成

課題
①時間確保・やる気
②障がい者・在宅含めた
基礎技術の統一

①研修時間の取り扱いを協議①研修時間の取り扱いを協議①研修時間の取り扱いを協議①研修時間の取り扱いを協議
・時間調整時間調整時間調整時間調整（各管理者協力）
・パート職員パート職員パート職員パート職員
・残業申請((((現場優先現場優先現場優先現場優先))))

課題①：職員の時間確保(会社との調整)
②認定試験合格者②認定試験合格者②認定試験合格者②認定試験合格者
・社内認定資格社内認定資格社内認定資格社内認定資格
・スキル向上スキル向上スキル向上スキル向上
・・・・給与給与給与給与UPUPUPUP

認定試験合格者認定試験合格者認定試験合格者認定試験合格者（手当付与による効果）

メリットメリットメリットメリット
・資格に関係なく向上心ある方向上心ある方向上心ある方向上心ある方が
給与に評価評価評価評価が反映

・意識向上意識向上意識向上意識向上（現場のお手本）

デメリットデメリットデメリットデメリット
・資格手当としての人件費人件費人件費人件費UPUPUPUP

実技試験
（約１年後）

ノーリフティングケア実技研修（約１年間）
介護に加えて障がい・訪問系も含める（１期生）

課題②：基礎技術の統一(年間計画作成)

年間計画の実技研修を全て受けた
職員のみが受験資格あり！

・障がい児者施設
・訪問系事業所
・各現場でノーリフ
ティングケアを実践

合格者合格者合格者合格者

実技研修
月一回



年間計画の作成（毎月第4木曜日）18：00〜20：00

現場現場現場現場→短期研修短期研修短期研修短期研修 資格手当資格手当資格手当資格手当→⻑期研修⻑期研修⻑期研修⻑期研修 使い分け使い分け使い分け使い分けが重要が重要が重要が重要

メリットメリットメリットメリット ・勤務勤務勤務勤務の継続継続継続継続
・定期的定期的定期的定期的な振り返り振り返り振り返り振り返り（意識継続）
・コミュニケーション向上コミュニケーション向上コミュニケーション向上コミュニケーション向上
・現場の相談相談相談相談（困り事）

デメリットデメリットデメリットデメリット ・勤務時間としての費用費用費用費用計上
・コロナ等による計画延期計画延期計画延期計画延期
・項目によっては遅くなる
（優先事項が高いものは指導者が直接現場指導直接現場指導直接現場指導直接現場指導）

研修を⻑期計画にしたメリット・デメリット研修を⻑期計画にしたメリット・デメリット研修を⻑期計画にしたメリット・デメリット研修を⻑期計画にしたメリット・デメリット

（指導者候補７名）
障がい児・者通所、グループホーム、
就労継続支援B型、訪問介護、
老人ホーム、デイサービス等勤務者

現状では全体への対応が困難
合格者（1期生）から選出

５年目 指導者育成、グループ全体へ

指導者育成へ

指導者研修(計２回) 指導者として必要な伝達力
①伝え方…見せ方、声、速度、
相手の理解

②姿勢・態度…謙虚
③判断力…動作チェック

※指導方法を各々任せにしない！

指導者候補の育成①

①相手の理解
教えた時間・回数が

重要ではない

相手がどれだけ
理解できたか

(不快体験・客観的)

教えてやっている

教える練習の機会を
頂いている(意識)
次の指導者候補が
背中を見ている

②謙虚 ③動作チェック
動作を適切に行えてい
るか、間違っている際
に適切な指摘ができて

いるか？(体験)



※また受けたいと思わせる指導テクニックを伝達
双方の向上に繋がる+指導者候補は手当追加

指導者候補の育成②

社内研修指導
（２期生）

外部研修
イベント同行

社内ラウンド
現場指導

伝達事項打合せ
実践+伝達指導

指導者更新(年1)
移乗テクニック
福祉用具・伝達力

振り返り

更新研修後
指導者手当継続
R7年1月開催

我我我我流流流流

社内ノーリフティング技術研修（２期生）
外部研修（筑穂桜の園様・ケアマネージャー）

・説明できる理解度の向上
・伝達テクニックの振り返り

実技指導者側へ

各現場への実技研修
改善を行えるように成⻑

実践経験

・筑豊地域連絡協議会で交流
・1期生から4期生へ出張研修

筑穂桜の園様

・ケアマネージャー筑豊地域
連絡協議会で研修開催

外部交流が刺激＝スキルUP!

指導者ラウンド 障がい者（生活介護）
スキルアップした指導者が各現場へ

片麻痺+体幹維持が困難
⇓⇓⇓⇓

排泄環境調整で失敗減
本人『排泄に集中できる』

リフト スタンディング
マシンに変更

福岡県ノーリフティングケア普及促進事業
指導者育成に取り組んでみて

①技術の習得だけでは伝達方法の差が大きい

②指導者としてのテクニック伝達後は差が縮まった

③指導者が成⻑する事で受講者の心理的安全が生まれる

④技術＋指導者としての育成・振り返りは定期的に必須

今後は個人での伝達テクニック＋場のデザインスキル向上等
が課題だが新技術・より高度なテクニックを学び広めるには
事業所単体では限界を感じている。
開催場所等含め行政の協力が必須であると実感した。


